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「女性活躍加速のための重点方針2017」該当箇所

大項目 Ⅰ

中項目 3

小項目 (6)

細項目
②

該当施策名
（事業名）

該当施策の背景・
目的

－

－

○

30年度要求予算額： － 千円

29年度予算額： 190,536 千円 の内数

28年度歳出予算現額※1： 195,028 千円 の内数
28年度決算額： 183,069 千円 の内数

使用割合： － ％

－

－

該当施策概要

Ⅰ．あらゆる分野における女性の活躍

該当施策の政策手
段の分類

法令・制度改正

税制改正要望

予算

その他（具体的に）

②産業界及び教育機関への周知、広報の実施
    企業が求める人材と学生の専攻分野のミスマッチを解消し、産業界での女性活躍を促
進するため、平成29年度までに構築した、理工系女子学生のスキルと産業界が求めるス
キルの「見える化」を行うウェブシステムの利活用の促進に向けて、産業界及び教育機関
に周知・広報を行う。

（６）理工系を始めとする科学技術・学術分野における女性活躍

３．あらゆる分野における女性の参画拡大・人材育成

理系女性活躍促進事業

   経済産業省及び文部科学省の共同事務局で設置している｢理工系人材育成に関する
産学官円卓会議（以下｢円卓会議｣）｣では、特定の産業分野で人材が不足していること、
産業界は採用した学生に対して再教育している実態があることが示された。　円卓会議で
は、産業界で求められている人材の育成や育成された人材の産業界における活躍の促
進策として、産学官において重点的に着手すべき取組を｢理工系人材育成に関する産学
官行動計画｣としてとりまとめており、本事業も当該行動計画における取組みとして位置づ
けられている。

通し番号  76 

機構定員要求

－

　　女性活躍推進のため、理系女性が持っているスキルと産業界が求めるスキルの可視
化を行い、女性自身がどのようなスキルを身につければよいか把握できるような環境整備
等を実施する。
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分野
－大
項目

５－１

分野
－大
項目

その他関係する分野・大項目等

科学技術・学術分野における女性の参画拡大

－

３８

※１「予算現額」は、歳出予算額、前年度繰越額、予備費使用額及び流用等増減額を加除したもの。

※２「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』に係る平
成２８年度予算内容等について（平成２８年１月）」での施策の整理上の番号を示す。

※３「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』に基づく
平成２９年度予算案等について（平成２９年２月）」での施策の整理上の番号を示す。

経済産業省　技術振興・大学連携推進課　大学連携推進室
担当府省・担当課

「女性活躍加速の
ための重点方針
2015」での関連施
策（事業）

「女性活躍加速の
ための重点方針
2016」での関連施
策（事業）

「第４次男女共同参
画基本計画」での
関係分野

関連施策（事業）の通し番号※2

関連施策（事業）の通し番号※3

５－３

主に関係する分野・大項目
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理
系
女
性
活
躍
促
進
事
業
に
つ
い
て

平
成
２
９
年
９
月

経
済

産
業

省

産
業
技
術

環
境

局
大

学
連
携
推
進
室
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A.
企
業
内
に
お
け
る
⼥
性
活
躍
推
進

⼥
性
活
躍
に
向
け
た
経
済
産
業
省
の
取
組


我

が
国

で
は

⽣
産

年
齢

⼈
⼝

が
減

少
傾

向
に

あ
る

中
、潜
在
的
な
労
働
⼒
で
あ
る
⼥
性
の
活
躍
推
進

は
、⽇
本
の
経
済
成
⻑
の
推
進
⼒
とし
て
不
可
⽋

。


成
⻑

戦
略

とし
て

⼥
性

活
躍

を
推

進
す

る
た

め
に

は
、企

業
・経

済
社

会
に

お
い

て
⼥
性
を
は
じめ
とす
る

多
様
な
⼈
材

が
その
能
⼒
を
最
⼤
限
発
揮

し、
競

争
⼒

を
⾼

め
て

い
くこ

とが
必

要
。


ライ

フイ
ベ

ント
等

に
よ

り、
キ

ャリ
ア

プ
ラン

が
多

様
な

⼥
性

の
活

躍
推

進
に

は
、①

企
業

内
に

お
け

る
⼥

性
活

躍
・多

様
性

の
推

進
、②

企
業

就
労

に
限

らな
い

多
様

な
キ

ャリ
ア

選
択

肢
の

提
⽰

、の
両

⽅
の

ア
プ

ロー
チ

が
必

要
。


その

た
め

、企
業
の
経
営
戦
略

とし
て

の
⼥

性
を

含
む

多
様

な
⼈

材
の

活
躍

推
進

と、
新
た
な
働
き
⽅
と

して
の
起
業
促
進

の
２

つ
を

両
輪

で
、本

予
算

事
業

に
て

実
施

。

（
１

）
ダイ

バ
ー

シ
テ

ィ普
及

ア
ンバ

サ
ダー

事
業

B.
組
織
就
労
に
限
ら
な
い
多
様
な
キ
ャリ
ア
の
⽀
援

（
２

）
⼥

性
起

業
家

等
⽀

援
ネ

ット
ワ

ー
ク構

築
事

業

（
３

）
理

系
⼥

性
活

躍
促

進
⽀

援
事

業

1
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理
系
⼥
性
活
躍
促
進
⽀
援
事
業

（
平
成
28
ー
29
年
度
予
算
）

※
平
成
30
年
度
予
算
要
求
無

2
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従 来

１
．
理
系
⼥
性
活
躍
促
進
⽀
援
事
業
の
全
体
像


産

業
界

の
ニー

ズ
が

⾼
い

分
野

と異
な

る
分

野
に

い
る

理
系

⼥
性

が
多

い
こと

か
ら、

⾃
⾝

の
ス

キ
ル

及
び

産
業

界
の

求
め

る
ス

キ
ル

を
「⾒

え
る

化
」す

る
こと

で
、社

会
へ

の
円

滑
な

進
出

を
⽀

援
す

る
た

め
の

シ
ス

テ
ム

を
構

築
。

学
科

毎
の

カリ
キ

ュラ
ム

求
め

る
ス

キ
ル

とミ
ス

マ
ッ

チ

就
職

情
報

会
社

⼤
学

産
業

界

企
業

情
報

配
信

の
場

の
提

供
就

職
⽀

援
課

に
活

⽤
法

提
案

企
業

の
ス

キ
ル

情
報

提
供⼤ 学 ⽀ 援

企
業

PR
に

係
る

学
内

の
合

同
企

業
説

明
会

学 ⽣ ⽀ 援

キ
ャリ

ア
講

座
な

ど就
職

⽀
援

講
座

事 業 実 施 後

産
業

界
の

ニー
ズ

に
着

⽬
した

カリ
キ

ュラ
ム

求
め

る
ス

キ
ル

を
有

した
理

系
⼥

性
の

確
保

就
職

情
報

会
社

⼤
学

産
業

界
⼤ 学 ⽀ 援

履
修

履
歴

を
活

⽤
した

企
業

の
採

⽤
状

況
の

分
析

・説
明

学 ⽣ ⽀ 援

履
修

履
歴

を
活

⽤
した

就
職

⽀
援

講
座

理 系 ⼥ 性理 系 ⼥ 性

ス
キ
ル

の
見

え
る
化

シ
ス
テ
ム

ミス
マ

ッチ
の

気
付

き

3
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（
参
考
）
ス
キ
ル
の
⾒
え
る
化
シ
ス
テ
ム
の
利
⽤
イ
メ
ー
ジ
（
⼀
例
）

②
レ
ー
ダ
ー
チ
ャー
ト
で
ス
キ
ル
が
可
視
化

⽣
物

系
学

⽣
の

履
修

科
⽬

例

・有
機
化
学
Ⅲ

・⽣
物
化
学
⼯
学

・⽣
物
プ
ロ
セ
ス
⼯
学

・混
相
流
動

・拡
散
操
作

・反
応
操
作

・熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
⼯
学

・遺
伝
⼦
⼯
学

・細
胞
⼯
学

・環
境
⽣
物
⼯
学

・タ
ン
パ
ク
質
⼯
学

・⽣
物
機
能
⼯
学
実
験

・⽣
物
機
能
⼯
学
演
習
Ⅰ

・⽣
物
機
能
⼯
学
演
習
Ⅱ

・特
許
及
び
知
的
財
産

・経
営
⼯
学

・産
業
と経

済
・電
気
⼯
学
通
論
第
１

・⼯
学
概
論
第
２

・⼯
学
概
論
第
３

・卒
業
研
究

【履
修
科
⽬
】

医
⼯
系
⼈
材

の
創
出

＜
機

械
系

分
野

＞


⼥

性
の

場
合

、⽣
物

系
な

ど、
産

業
界

の
ニー

ズ
が

⽐
較

的
低

い
分

野
か

らの
輩

出
が

多
い

た
め

、例
え

ば
、⽣

物
系

の
理

系
⼥

性
が

、産
業

界
の

ニー
ズ

が
⾼

い
機

械
系

分
野

の
科

⽬
を

⾝
に

付
け

る
こと

で
、医

⼯
系

の
⼈

材
とし

て
社

会
に

進
出

す
る

こと
が

可
能

とな
り、

⾃
らの

学
部

学
科

を
超

え
た

活
躍

の
場

を
拡

⼤
。

①
科
⽬
を
⼊
⼒

＜
⽣

物
系

分
野

＞
所

属
学

科
で

学
習

した
ス

キ
ル

産
業

界
の

求
め

る
ス

キ
ル

が
⾒

え
る

化
され

る
こと

に
よ

って
得

られ
る

ス
キ

ル

4
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第
四

次
産

業
⾰

命
の

進
展

及
び

産
業

競
争

⼒
向

上
・イ

ノベ
ー

シ
ョン

創
出

の
観

点
か

ら、
少

⼦
⾼

齢
化

の
進

⾏
に

よ
り

労
働

⼒
が

減
少

す
る

中
、


産

業
界

に
て

も
の

づ
くり

の
⼈

的
基

盤
とな

る
技

術
職

に
お

け
る

、理
系

⼥
性

の
採

⽤
拡

⼤
に

よ
る

活
躍

促
進


産

業
界

に
資

す
る

⼈
材

⾼
度

化
を

⽬
指

した
基

礎
学

⼒
の

向
上

は
極

め
て

重
要

な
政

策
で

あ
る

。

２
．
理
系
⼥
性
活
躍
促
進
⽀
援
事
業
の
政
策
的
意
義


技

術
職

（
研

究
職

を
除

く理
系

全
般

職
員

）
とし

て
学

部
学

⽣
を

採
⽤

す
る

場
合

、政
府
⽬
標
や
企
業
独
⾃
の
⼥
性

技
術
職
採
⽤
の
⽬
標

を
達

成
す

る
た

め
、同

技
術

の
専

⾨
以

外
の

理
系

⼥
性

を
採

⽤
せ

ざ
る

を
得

な
い

状
況

で
あ

る
が

、
理
系
⼥
性
の
専
⾨
性
の
観
点
か
ら
⽬
標
に
は
及
ば
な
い
。（

⼯
学

部
男

⼥
⽐

：
男

⼦
88

％
、⼥

⼦
12

％
）


産

業
界

が
技

術
職

採
⽤

を
⾏

うに
あ

た
り
専
⾨
的
な
基
礎
学
⼒
（
材
料
⼒
学
な
ど⼤

学
2年

⽣
程
度
の
専
⾨
科
⽬
。

以
下
「理
⼯
系
基
礎
科
⽬
」）

は
多

岐
に

渡
る

た
め

、⼀
企
業
で
底
上
げ
を
⾏
うこ
とは
困
難
。他

⽅
、⼤
学
側
は
、産

業
界

ニー
ズ

に
柔

軟
に

対
応

で
き

る
よ

うな
教
員
の
量
的
・質
的
確
保
の
問
題
が
あ
り、
迅
速
な
対
応
は
困
難
。


経

団
連

は
「採

⽤
選

考
に

関
す

る
指

針
」の

⼿
引

き
の

中
で

、「
⼤

学
等

の
履

修
履

歴
（

成
績

証
明

書
等

）
に

つ
い

て
⼀

層
の

活
⽤

を
検

討
す

る
こと

が
望

ま
しい

」と
明

記
。必
要
な
科
⽬
を
履
修
して
い
な
い
学
部
⽣
は
相
対
的
に
採
⽤
さ
れ
に

くい
結
果

とな
る

こと
が

懸
念

され
、特

に
、産

業
界

の
ニー

ズ
が

低
い

分
野

を
専

攻
す

る
理
系
⼥
性
に
とっ
て
影
響
は
深

刻
。企

業
の
⼥
性
採
⽤
数
を
減
少
さ
せ
る
結
果

とな
る

恐
れ

が
あ

る
。

上
記
の
両
政
策
を
⽭
盾
さ
せ
ず
両
⽴
さ
せ
る
た
め
に

産
業
界
の
求
め
る
ス
キ
ル
を
科
⽬
レ
ベ
ル
に
「⾒
え
る
化
」す

る
こと

に
よ

って
、理
系
⼥
性
が

⾃
⾝

の
有

す
る

ス
キ

ル
と産

業
界

の
求

め
る

ス
キ

ル
ギ
ャッ
プ
を
把
握

し、
ニ
ー
ズ
の
⾼
い
理
⼯
系
基
礎
知
識
を
⾝
に
付
け
る

こと
で

、⾃
ら
の
学
部
学
科
を

超
え
た
活
躍

の
場

を
広

げ
る

こと
を

⽀
援

。

しか
し、
現
状
は
・・
・

5
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３
．
理
系
⼥
性
活
躍
促
進
⽀
援
事
業
の
概
要


本

事
業

は
、産

業
界

の
ス

キ
ル

を
科

⽬
形

式
で

⾒
え

る
化

し、
理
系
⼥
性
を
履
修
履
歴
等
を
活
⽤
した
採
⽤
選
考
に

引
き
上
げ
る
た
め
の
環
境
整
備
を
⾏
う。

（
⼈

材
紹

介
会

社
で

は
科

⽬
形

式
で

の
⾒

え
る

化
は

採
算

的
に

困
難

。）


学

⽣
が

就
職

活
動

を
⾏

う際
、⺠

間
企

業
と⼤

学
の

間
に

⼊
る

⺠
間

⼈
材

会
社

は
、学

⽣
が

記
⼊

す
る
学
部
・学
科
レ
ベ
ル
の
⾒
え
る
化
・マ
ッチ
ン
グ
が
メ
イ
ン

。


学
⼒

に
つ

い
て

も
、⺠

間
事

業
主

が
開

発
す

る
テ

ス
トに

よ
って

判
定

され
る

が
、理

系
の
専
⾨
科
⽬
ベ
ー
ス
で
の
⾒
え
る
化
を
⾏
うこ
とは
採
算
的
に
困
難

。

（
参
考
）
⺠
間
⼈
材
紹
介
会
社
等

6
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4.
理
系
⼥
性
活
躍
促
進
⽀
援
事
業
の
今
後
の
政
策
的
展
開


本

事
業

に
よ

る
産

業
界

ス
キ

ル
の

⾒
え

る
化

は
、理

系
⼥

性
の

社
会

活
躍

促
進

の
「呼

び
⽔

」。
この

「⾒
え

る
化

」を
契

機
に

、今
後

は
、産

業
界

と連
携

した
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
提
⽰

・M
O
O
Cで
の
⼈
材
育
成
⽀
援

、⼤
学
に
お
け
る
教
育
改

善
を

同
時

的
に

進
め

、理
系
⼥
性
の
社
会
活
躍
促
進
ば
か
りで
な
く⼥
⼦
中
⾼
⽣
の
理
系
進
学
の
促
進

を
⽬

指
す

。

【事
業
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・普
及
】

・⾒
え

る
化

・マ
ッチ

ング
（

適
合

性
評

価
）

の
精

度
向

上
・就

職
を

控
え

た
理
系
⼥
性
（
⼤
学
3-
4

年
⽣

）
を

ター
ゲ

ット
とし

た
取

り込
み

・利
活

⽤
⽅

法
検

討
・シ

ス
テ

ム
周

知
広

報
の

た
め

、9
⽉

に
⼤

学
・企

業
・学

⽣
を

交
え

た
シ

ンポ
ジ

ウム
開

催

【事
業
シ
ス
テ
ム
の
⾃
⽴
的
な
拡
⼤
】

・理
系
⼥
性
（
⼤
学
1-
2年

⽣
）

の
取

り込
み

に
よ

る
危

機
意

識
の

拡
⼤

（
全

学
レ

ベ
ル

へ
）

平
成
28
〜
29
年
度

平
成
30
〜
32
年
度
（
事
業
の
⾃
⽴
化
後
）

【産
業
界
に
よ
る
⼥
性
の
理
系
進
学
・⼈
材
育
成
の
促
進
】

・理
系

⼥
性

の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
輩
出
（
グ
ッド
プ
ラ
ク
テ
ィス
の
横
展
開
）

・M
O
O
Cで

提
供

す
る

基
礎

科
⽬

の
拡

⼤
に

よ
る
⼈
材
育
成
基
盤
形
成

【⼤
学
に
よ
る
産
業
界
ニ
ー
ズ
に
合
った
教
育
の
促
進
】

・産
業

界
ス

キ
ル

の
科

⽬
化

に
よ

る
⼤

学
カリ

キ
ュラ

ム
との

差
異

の
⾒

え
る

化
→
理
系
⼥
性
の
ニ
ー
ズ
に
合
った
柔
軟
な
教
育
の
促
進

【中
等
教
育
時
か
ら
の
⼥
性
の
理
系
進
学
の
促
進
】

・ロ
ー

ル
モ

デ
ル

提
⽰

・⼤
学

教
育

改
善

・M
O

O
Cで

の
⼈

材
育

成
の

同
時

改
⾰

に
よ

る
、⼥
⼦
中
⾼
⽣
の
理
系
進
学
の
促
進

・理
系

⼥
性

（
⼤

学
3-

4年
⽣

）
の

危
機

意
識

の
醸

成
・発

信
・賛

同
企

業
拡

⼤
に

よ
る

産
業

界
で

の
⼈

材
育

成
の

意
識

の
拡

⼤

⼥
⼦
⾼
校
⽣

約
15
0万

名
社
会
進
出

・成
功

す
る

理
系

⼥
⼦

学
⽣

の
姿

・柔
軟

に
学

べ
る

機
会

の
拡

⼤
（

⼤
学

・M
O

O
C）

シ
ス

テ
ム

に
よ

って
ス

キ
ル

を
可

視
化

・採
⽤

⽀
援

シ
ス

テ
ム

で
産

業
界

の
ニー

ズ
に

あ
った

学
部

学
科

を
把

握
して

進
学

「リ
ケ

ジ
ョナ

ビ」
：

履
修

履
歴

を
学

⽣
が

⼊
⼒

す
る

こと
で

、⾃
⾝

の
ス

キ
ル

を
可

視
化

7
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0

50
00

0

10
00

00

15
00

00

20
00

00

25
00

00

30
00

00

35
00

00

男
性

⼥
性

その
他

⽂
系

保
健

系
（

医
・⻭

・薬
・看

護
等

）
農

学
系

⼯
学

系
理

学
系

（
参
考
１
）
⼤
学
に
お
け
る
男
⼥
の
専
⾨
分
野
の
違
い


⼥

性
は

男
性

と⽐
べ

て
、理

系
の

割
合

が
低

く、
さら

に
、そ

の
中

で
も

⼯
学

系
を

選
択

す
る

割
合

は
極

め
て

低
い

（
12

％
）

。

出
典

：
平

成
26

年
度

⽂
部

科
学

省
学

校
基

本
調

査
に

基
づ

き
作

成
。

理
学
系

⼯
学
系

農
学
系

保
健
系
（
医
・⻭
・薬
・看
護
等
）
⽂
系

そ
の
他

男
性

73
%

88
%

58
%

38
%

49
%

47
%

⼥
性

27
%

12
%

42
%

62
%

51
%

53
%

学
⼠

卒
時

点
に

お
け

る
学

⽣
数

（
⼈

）

⼯
学

⽐
率

男
性

：
88

％
⼥

性
：

12
％

各
分

野
に

お
け

る
男

⼥
⽐

率

9

12



（
参
考
２
）
産
業
界
に
お
け
る
理
系
⼥
性
の
採
⽤
の
現
状

（
例
1）

ト
ヨ
タ
⾃
動
⾞

（
例
2）

東
芝

社
員

:
68

,0
00

名

事
技

職
:

22
,4

00
名

(う
ち

⼥
性

2,
00

0名
, 

9%
)

基
幹

職
:

9,
00

0名
(う

ち
⼥

性
11

1名
, 1

%
)

主
任

職
:

6,
80

0名
(う

ち
⼥

性
42

0名
, 6

%
)

指
導

職
以

下
:

6,
60

0名
(う

ち
⼥

性
1,

50
0

名
,2

3%
)

技
能

職
: 

41
,5

00
名

業
務

職
: 

4,
00

0名

【新
卒

採
⽤

時
の

⼥
性

採
⽤

⽬
標

】
・技

術
系

10
％

・技
術

系
は

電
気

・機
械

以
外

か
らも

積
極

採
⽤

※
⼥

⼦
学

⽣
⽐

率
：

⼯
学

部
全

体
12

%
、う

ち
電

気
・機

械
6%

平
成

26
年

3⽉
時

点

(出
典

)ト
ヨタ

ダイ
バ

ー
シ

テ
ィ推

進
グ

ル
ー

プ
資

料

社
員

: 
10

1,
00

0名
(う

ち
⼥

性
12

%
)

技
術

: 
46

%
(う

ち
⼥

性
10
%

)
役

職
者

⼥
性

2%
技

能
:

30
%

事
務

: 
23

%

技
術

者
の

⼥
性

採
⽤

⽐
率

25
％

を
⽬

標
に

設
定

(平
成

16
年

〜
)

(出
典

)東
芝

「⼥
性

技
術

者
の

エ
ンパ

ワ
メン

ト」
資

料


我

が
国

の
持

続
的

成
⻑

の
実

現
に

向
け

て
⼥

性
活

躍
を

推
進

す
る

中
で

、産
業

界
に

お
い

て
も

、⼥
性

活
躍

推
進

の
た

め
積

極
的

な
採

⽤
等

の
取

組
を

実
施

して
い

る
が

、特
に

理
系

⼥
性

の
採

⽤
に

つ
い

て
は

⽬
標

達
成

（
例

：
東

芝
で

は
２

５
％

）
に

向
け

て
、本

来
的

に
求

め
て

い
る

電
気

・機
械

分
野

以
外

か
ら採

⽤
す

る
な

ど苦
慮

。そ
れ

で
も

企
業

とし
て

リス
クを

取
って

採
⽤

す
る

に
は

限
界

が
あ

り、
⽬

標
に

は
遠

く及
ば

な
い

の
が

現
状

。

平
成

26
年

3⽉
時

点

10

13



0%5%10
%

15
%

20
%

機 械
輸 送 機 械

電 ⼒ ・ 電 気 機 器 ・ 回 路 系

電 ⼦ 系 デ バ イ ス

計 測 ・ 制 御 ・ シ ス テ ム 系

物 性 ␓ 電 気 ・ 電 ⼦ 材 料

ナ ノ ␓ マ イ ク ロ

材 料 化 学 ・ ⼯ 学

プ ロ セ ス ・ 化 学 ⼯ 学

化 学 ︵ 理 論 を 含 む ︶

環 境
エ ネ ル ギ ␗ ・ 資 源

⼟ ⽊
都 市 ・ 建 築 学

⽣ 活 ・ 家 政

デ ザ イ ン

IT ハ ␗ ド ・ ソ フ ト 系

ITﾈｯﾄﾜｰｸ･ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ 系

IT イ ン タ ␗ フ ␿ ␗ ス 系

IT 数 理 系

IT 原 理 系

情 報 活 ⽤ 系

⽣ 産 ・ 安 全 ・ 経 営 ・ 社 会

分 ⼦ ⽣ 物 学

⽣ 体 シ ス テ ム

先 端 医 療 研 究

神 経 系

薬 学 系

バ イ オ 関 連 ⼯ 学

⾷ 品 ・ 微 ⽣ 物

全 体 に 対 す る 割 合

企
業

に
お

け
る

業
務

で
重

要
な

専
⾨

分
野

⼤
学

等
の

研
究

室
の

専
⾨

分
野

（
男

性
）

⼤
学

等
の

研
究

室
の

専
⾨

分
野

（
⼥

性
）

20
.7
%

（
参
考
３
）
企
業
に
お
け
る
技
術
者
の
出
⾝
専
⾨
分
野
の
男
⼥
⽐
較


⼤

学
等

に
お

け
る

出
⾝

専
⾨

分
野

に
関

して
、⼥

性
は

男
性

と⽐
べ

て
、機

械
、電

気
、⼟

⽊
分

野
出

⾝
の

割
合

が
低

い
、

その
⼀

⽅
で

、化
学

、⽣
活

・家
政

、デ
ザ

イン
、バ

イオ
系

等
の

割
合

が
⾼

い
。


⼥

性
の

場
合

、依
然

とし
て

、⽣
活

・家
政

や
バ

イオ
系

な
ど、

産
業

ニー
ズ

が
⽐

較
的

低
い

分
野

か
らの

輩
出

が
多

い
。

出
典

：
経

済
産

業
省

平
成

28
年

度
産

業
技

術
調

査
事

業
「産

業
界

の
⼈

材
ニー

ズ
に

応
じた

理
⼯

系
⼈

材
育

成
の

た
め

の
実

態
調

査
」

1
1

14



（
出

典
）

理
⼯

系
⼈

材
育

成
に

関
す

る
産

学
官

円
卓

会
議

第
2回

産
業

競
争

⼒
懇

談
会

資
料

か
ら抜

粋
（

上
下

とも
）

対
象

：
技

術
系

新
⼊

社
員

内
容

：
数

学
と技

術
の

テ
ス

トを
実

施
技

術
テ

ス
トの

問
題

は
、機

械
・電

気
分

野
の

⼤
学

基
礎

レ
べ

ル

その
分

野
を

専
攻

して
い

た
ら当

然
で

き
る

は
ず

と思
わ

れ
る

専
⾨

基
礎

問
題

が
出

来
て

い
な

い
例

が
⾒

られ
る

。
⇒
専
⾨
分
野
に
お
け
る
基
礎
学
⼒
不
⾜
が
顕
著
。

数
学

・技
術

テ
ス

ト共
に

、設
問

ご
との

得
点

分
布

は
、年

度
に

よ
って

ほ
とん

ど
変

わ
らな

い
。こ

の
得

点
分

布
は

、採
⽤

の
対

象
とな

って
い

る
理

⼯
系

学
⽣

の
国

内
⺟

集
団

の
学

⼒
特

性
を

あ
らわ

して
い

る
と思

わ
れ

る
。

②
新
⼊
社
員
ス
キ
ル
テ
ス
ト
事
例
（
電
機
系
B社

）

①
新
⼈
基
礎
⼯
学
理
解
度
例

（
電
機
系
A社

）

技
術
テ
ス
ト
(2
01
3年

度
)の
結
果

平
均
点
46
.4
2点

（
15
0点

満
点
）
、標
準
偏
差
25
.9
2点

産
業

競
争

⼒
懇

談
会

（
CO

CN
）

で
は

、企
業

の
技

術
職

新
⼈

職
員

に
対

す
る

基
礎

⼯
学

教
育

の
理

解
度

調
査

及
び

ス
キ

ル
テ

ス
トの

実
施

結
果

を
取

りま
とめ

。そ
こで

は
、技

術
職

採
⽤

に
お

い
て

期
待

す
る

要
素

とし
て

、①
特

化
した

分
野

で
の

専
⾨

技
術

⼒
（

卒
業

論
⽂

執
筆

に
お

け
る

特
定

分
野

）
、②

専
⾨

的
な

基
礎

学
⼒

の
２

種
類

に
分

類
可

能
。

以
下

の
結

果
か

ら、
特

に
理

⼯
系

基
礎

科
⽬

の
学

⼒
低

下
が

懸
念

。


特
化

した
分

野
は

強
い

が
、理

⼯
系

基
礎

科
⽬

の
知

識
の

幅
が

狭
い

。


理
⼯

系
の

基
礎

学
⼒

不
⾜

が
顕

著
。理

⼯
系

学
⽣

の
国

内
⺟

集
団

の
学

⼒
特

性
を

あ
らわ

して
い

る
。

→
②
へ
の
対
応
が
、企
業
の
採
⽤
リス
ク
を
低
減
さ
せ
、理
系
⼥
性
の
採
⽤
を
後
押
しす
る
最
良
の
⼿
段
。

（
参
考
４
）
産
業
界
に
お
け
る
技
術
職
新
⼈
職
員
の
知
識
レ
ベ
ル
低
下
の
懸
念

12
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（
参

考
）

馳
⽂

部
科

学
⼤

⾂
（

当
時

）
閣

議
後

会
⾒

（
平

成
27

年
11

⽉
24

⽇
）

抜
粋

（
略

）
とり

わ
け

学
⽣

の
⽴

場
とす

れ
ば

、履
修
履
歴
、あ
る
い
は
成
績
証
明
書
とい
った
も
の
を
基
本
的
に
ま
ず
活
⽤
す

る
こと
を
ル
ー
ル
の
中
に
ち
ゃ
ん
と明

記
して
い
た
だ
き
た
い

と思
い

ま
す

。
例

え
ば

理
系

の
学

⽣
さん

に
、ど

うし
て

⼼
理

学
を

履
修

した
ん

で
す

か
とか

、物
理

を
頑

張
って

い
る

学
⽣

さん
に

、ど
うし

て
⽂

学
や

憲
法

、い
わ

ゆ
る

⼈
⽂

系
を

履
修

して
こん

な
に

成
績

が
い

い
ん

で
す

か
とか

、や
は

り学
⽣

さん
の

勉
強

した
意

図
、成

果
とい

った
も

の
が

⾯
接

等
に

お
い

て
も

⼗
分

に
反

映
され

る
よ

うに
して

い
た

だ
き

た
い

と思
い

ま
す

。
とも

す
る

と、
私

の
よ

うに
体

育
会

で
頑

張
った

ん
だ

ね
とか

、学
外

で
の

活
動

を
多

分
に

評
価

す
る

とこ
ろ

も
あ

る
の

で
は

な
い

か
と危

惧
して

お
りま

す
が

、や
は

り学
⽣

の
本

分
で

あ
る

学
業

を
しっ

か
り習

得
し、

ま
た

、な
ぜ

履
修

した
の

か
と、

こう
い

った
成

績
証

明
書

な
どを

踏
ま

え
て

対
応

して
い

た
だ

き
た

い
と思

って
お

りま
す

。
（

略
）

●
「採

⽤
選

考
に

関
す

る
指

針
」の

⼿
引

き
（

⼀
般

社
団

法
⼈

⽇
本

経
済

団
体

連
合

会
平

成
27

年
12

⽉
７

⽇
改

定
）

３
．

選
考

活
動

に
つ

い
て

（
３

）
選

考
活

動
に

お
け

る
留

意
点

（
略

）
ま

た
、⼤
学
等
の
履
修
履
歴
（
成
績
証
明
書
等
）
に
つ
い
て
⼀
層
の
活
⽤
を
検
討
す
る
こと
が
望
ま
しい

。


「採

⽤
選

考
に

関
す

る
指

針
」の

⼿
引

き
（

⼀
般

社
団

法
⼈

⽇
本

経
済

団
体

連
合

会
平

成
27

年
12

⽉
７

⽇
改

定
）

に
「⼤

学
等

の
履

修
履

歴
（

成
績

証
明

書
等

）
に

つ
い

て
⼀

層
の

活
⽤

を
検

討
す

る
こと

が
望

ま
しい

」と
記

載
され

、産
業

界
全

体
とし

て
履

修
履

歴
を

採
⽤

選
考

に
取

り⼊
れ

る
こと

で
、

学
⽣

に
対

して
基

礎
的

専
⾨

知
識

習
得

の
証

明
を

求
め

る
流

れ
が

形
成

。

（
参
考
５
）
産
業
界
で
の
採
⽤
活
動
に
お
け
る
履
修
履
歴
の
活
⽤
の
動
き

13

16



（
参
考
６
）
現
在
の
業
務
で
重
要
な
専
⾨
分
野
とそ
の
分
野
に
対
す
る
⾼
校
教
員
の
認
識


⾼

校
教

員
が

実
社

会
で

重
要

と考
え

る
、環

境
、エ

ネ
ル

ギ
ー

・資
源

、⽣
活

・家
政

、バ
イオ

等
の

分
野

に
お

い
て

は
、

現
在

の
産

業
で

重
要

とさ
れ

る
分

野
との

間
に

ず
れ

が
⾒

られ
る

。


⾼
校

は
将

来
の

ニ
ー

ズ
を

⾒
据

え
た

教
育

を
⾏

って
い

る
こと

を
鑑

み
る

と、
現

在
の

ニ
ー

ズ
とず

れ
が

⽣
じる

こと
は

当
然

で
あ

る
が

、産
業

ニー
ズ

を
明

確
に

し、
共

有
す

る
な

ど、
⾼

校
教

育
とも

意
識

の
疎

通
を

深
め

る
こと

が
重

要
。

※
⾼

校
教

員
（

専
任

）
50

3⼈
に

対
して

ア
ンケ

ー
トを

実
施

。実
社

会
で

働
く観

点
で

、⾼
校

教
員

が
注

⽬
す

る
学

問
分

野
を

最
⼤

５
つ

ま
で

回
答

。

0.
0%

5.
0%

10
.0

%

15
.0

%

20
.0

%

機 械
輸 送 機 械

電 ⼒ ・ 電 気 機 器 ・ 回 路 系

電 ⼦ 系 デ バ イ ス

計 測 ・ 制 御 ・ シ ス テ ム 系

物 性 ␓ 電 気 ・ 電 ⼦ 材 料

ナ ノ ␓ マ イ ク ロ

材 料 化 学 ・ ⼯ 学

プ ロ セ ス ・ 化 学 ⼯ 学

化 学 ︵ 理 論 を 含 む ︶

環 境
エ ネ ル ギ ␗ ・ 資 源

⼟ ⽊
都 市 ・ 建 築 学

⽣ 活 ・ 家 政

デ ザ イ ン

IT ハ ␗ ド ・ ソ フ ト 系

ITﾈｯﾄﾜｰｸ･ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ 系

IT イ ン タ ␗ フ ␿ ␗ ス 系

IT 数 理 系

IT 原 理 系

情 報 活 ⽤ 系

⽣ 産 ・ 安 全 ・ 経 営 ・ 社 会

分 ⼦ ⽣ 物 学

⽣ 体 シ ス テ ム

先 端 医 療 研 究

神 経 系

薬 学 系

バ イ オ 関 連 ⼯ 学

⾷ 品 ・ 微 ⽣ 物

全 体 に 対 す る 割 合

企
業

に
お

け
る

現
在

の
業

務
で

重
要

で
、⼤

学
で

学
ぶ

必
要

が
あ

る
専

⾨
分

野
⾼

校
教

員
が

実
社

会
で

重
要

と考
え

る
専

⾨
分

野

企
業

に
お

け
る

業
務

で
重

要
な

専
⾨

分
野

出
典

：
経

済
産

業
省

平
成

26
年

度
産

業
技

術
調

査
事

業
「産

業
界

と教
育

機
関

の
⼈

材
の

質
的

・量
的

需
給

ミス
マ

ッチ
調

査
」

14
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（
参
考
７
）
両
親
が
望
ん
で
い
た
職
業
の
タ
イ
プ
（
回
答
者
:理
系
進
学
者
）


理

系
男

性
の

親
（

特
に

⽗
親

）
は

、理
⼯

系
・技

術
系

の
仕

事
を

望
む

傾
向

が
強

い
の

に
対

し、
理

系
⼥

性
の

親
（

特
に

⺟
親

）
は

、資
格

や
免

許
の

い
る

仕
事

、専
⾨

的
な

仕
事

を
望

む
傾

向
が

強
い

0.
0%

5.
0%

10
.0

%

15
.0

%

20
.0

%

25
.0

%

理 ⼯ 系 ・ 技 術 系 の 仕 事

専 ⾨ 的 な 仕 事

資 格 や 免 許 の い る 仕 事

独 ⽴ し て 働 け る 仕 事

国 際 的 に 活 躍 で き る 仕 事

仕 事 と プ ラ イ ベ ␗ ト の バ ラ ン ス が 良 い 仕

事

能 ⼒ や 個 性 が 発 揮 で き る 仕 事

⾃ 宅 か ら 通 え る

知 名 度 が あ る 企 業

給 与 が 良 い 仕 事

該 当 す る も の は な い

回 答 者 数 に 対 す る 回 答 数 の 割 合

理
系

男
性

の
⽗

親
理

系
男

性
の

⺟
親

理
系

⼥
性

の
⽗

親
理

系
⼥

性
の

⺟
親

※
回

答
者

は
最

⼤
２

つ
ま

で
を選

択

(回
答

者
数

)
【n

=
2,

63
9】

【n
=

1,
42

0】

出
典

：
経

済
産

業
省

平
成

27
年

度
産

業
技

術
調

査
事

業
「産

業
界

の
⼈

材
ニー

ズ
に

応
じた

理
⼯

系
⼈

材
育

成
の

た
め

の
実

態
調

査
」

15

18



（
参
考
８
）
進
路
選
択
に
影
響
を
与
え
た
⼈
物

•
進

路
選

択
に

あ
た

って
は

、⽂
・理

を
問

わ
ず

、両
親

の
影

響
が

⼤
き

い
。⾼

校
教

師
及

び
先

輩
・友

⼈
か

らの
影

響
が

続
く。

•
男

性
は

⽗
親

、⼥
性

は
⺟

親
の

影
響

が
⼤

き
い

。特
に

理
系

選
択

に
関

して
は

、男
性

に
対

して
は

⽗
親

、⼥
性

に
対

して
は

⺟
親

及
び

⽗
親

の
影

響
が

⼤
き

い
。

⽗
親

⽗
親

⺟
親

⺟
親

理
系

⽂
系

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%
60

%
70

%
80

%
90

%
10

0%

回
答
者
全
体

⽗
親

⺟
親

祖
⽗

・祖
⺟

兄
弟

姉
妹

⼩
学

校
の

時
の

先
⽣

中
学

校
の

時
の

先
⽣

⾼
校

の
時

の
先

⽣
先

輩
・友

⼈

⽗
親

⽗
親

⺟
親

⺟
親

理
系

⽂
系

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%
60

%
70

%
80

%
90

%
10

0%

男
性

⽗
親

⽗
親

⺟
親

⺟
親

理
系

⽂
系

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%
60

%
70

%
80

%
90

%
10

0%

⼥
性

※
回

答
者

は
最

⼤
２

⼈
まで

を選
択

【n
=

2,
63

9】

【n
=

1,
42

0】

(回
答

者
数

)
【n

=
5,

94
1】

【n
=

4,
05

9】

【n
=

3,
19

6】

【n
=

2,
74

5】

出
典

：
経

済
産

業
省

平
成

27
年

度
産

業
技

術
調

査
事

業
「産

業
界

の
⼈

材
ニー

ズ
に

応
じた

理
⼯

系
⼈

材
育

成
の

た
め

の
実

態
調

査
」

16

19



（
参
考
９
）
経
団
連
の
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
へ
の
期
待


理

⼯
系

基
礎

科
⽬

の
習

得
に

お
い

て
は

、産
業
界
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
へ
の
明
確
な
期
待

が
出

さ
れ

て
お

り、
産

業
界

の
ニー

ズ
へ

の
合

致
を

進
め

る
上

で
極
め
て
有
効
。

（
出

典
）

経
団

連
・Ｊ

Ｍ
Ｏ

Ｏ
Ｃ

共
催

シ
ンポ

ジ
ウム

「オ
ンラ

イン
学

習
の

世
界

的
潮

流
と理

⼯
系

⼈
材

育
成

へ
の

導
⼊

可
能

性
」

（
平

成
28

年
1⽉

19
⽇

開
催

）
に

お
け

る
経

団
連

説
明

資
料

か
ら抜

粋
17

20



（
参
考
1０

）
技
術
系
基
礎
科
⽬
の
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
整
備


経

団
連

加
盟

企
業

若
⼿

技
術

者
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り、

企
業

の
ニ

ー
ズ

の
⾼

い
理

⼯
系

基
礎

科
⽬

を
整

理
。

20
17

年
に

機
械

系
、電

気
系

の
理

⼯
系

基
礎

科
⽬

講
座

を
開

講
して

お
り、

20
18

年
は

情
報

系
で

５
〜

10
科

⽬
程

度
開

講
予

定
。


⼤

学
に

お
け

る
授

業
の

有
無

、地
⽅

に
お

け
る

他
⼤

学
聴

講
の

困
難

性
、⼤

学
教

員
の

教
育

能
⼒

、経
済

的
理

由
等

の
問

題
とは

関
係

な
く、

い
つ

で
も

、ど
こで

も
、何

度
で

も
良

質
な

基
礎

科
⽬

教
育

を
受

け
る

こと
が

で
き

る
環

境
を

整
備

す
る

こと
が

、産
業

界
の

ニー
ズ

と⾼
等

教
育

の
ギ

ャッ
プ

の
是

正
に

効
果

的
。

18
（

出
典

）
⼈

材
需

給
ワー

キ
ング

グ
ル

ー
プ取

りま
とめ

（
平

成
29

年
3⽉

）
か

ら抜
粋

21



（
参
考
1１

）
理
⼯
系
⼈
材
育
成
に
関
す
る
産
学
官
円
卓
会
議

概
要

■
趣
旨

産
学

官
の

対
話

の
場

とし
て

「理
⼯

系
⼈

材
育

成
に

関
す

る
産

学
官

円
卓

会
議

」を
設

置
。同

会
議

に
お

い
て

、産
業

界
で

求
め

られ
て

い
る

⼈
材

の
育

成
や

育
成

され
た

⼈
材

の
産

業
界

に
お

け
る

活
躍

の
促

進
⽅

策
等

に
つ

い
て

、産
学

官
それ

ぞ
れ

に
求

め
られ

る
役

割
や

具
体

的
な

対
応

を
検

討
。

■
検
討
事
項

（
１

）
産

業
界

の
将

来
的

な
⼈

材
ニー

ズ
を

踏
ま

え
た

⼤
学

等
に

お
け

る
教

育
の

充
実

⽅
策

（
２

）
企

業
に

お
け

る
博

⼠
号

取
得

者
の

活
躍

の
促

進
⽅

策
（

３
）

初
等

中
等

教
育

等
に

お
け

る
産

業
を

体
感

す
る

取
組

の
充

実
⽅

策
な

ど理
⼯

系
⼈

材
育

成
戦

略
を

踏
ま

え
た

産
学

官
の

⾏
動

計
画

に
つ

い
て

■
開
催
実
績

平
成

27
年

5⽉
か

ら平
成

28
年

7⽉
に

か
け

て
9回

開
催

。平
成

28
年

8⽉
2⽇

に
「理

⼯
系

⼈
材

育
成

に
関

す
る

産
学

官
⾏

動
計

画
」

を
取

りま
とめ

。平
成

29
年

5⽉
に

⾏
動

計
画

の
フォ

ロー
ア

ップ
の

た
め

に
開

催
。

＜
産

業
界

＞
内

⼭
⽥

⽵
志

トヨ
タ⾃

動
⾞

(株
)代

表
取

締
役

会
⻑

（
⽇

本
経

済
団

体
連

合
会

）
野

路
國

夫
(株

)⼩
松

製
作

所
取

締
役

会
⻑

オ
ー

プ
ンイ

ノベ
ー

シ
ョン

協
議

会
会

⻑
（

経
済

同
友

会
）

須
藤

亮
(株

)東
芝

技
術

シ
ニア

フェ
ロー

（
産

業
競

争
⼒

懇
談

会
）

秋
⼭

咲
恵

(株
)サ

キ
コー

ポ
レ

ー
シ

ョン
代

表
取

締
役

社
⻑

京
都

⼤
学

経
営

協
議

会
委

員 ＜
省

庁
＞

常
盤

豊
⽂

部
科

学
省

⾼
等

教
育

局
⻑

末
松

広
⾏

経
済

産
業

省
産

業
技

術
環

境
局

⻑

＜
⼤

学
等

＞
⼤

⻄
隆

豊
橋

技
術

科
学

⼤
学

学
⻑

（
国

⽴
⼤

学
協

会
）

上
野

淳
⾸

都
⼤

学
東

京
学

⻑
（

公
⽴

⼤
学

協
会

）
佐

藤
光

史
⼯

学
院

⼤
学

学
⻑

（
⽇

本
私

⽴
⼤

学
団

体
連

合
会

）
⾕

⼝
功

(独
)国

⽴
⾼

等
専

⾨
学

校
機

構
理

事
⻑

神
⾕

弘
⼀

愛
知

県
⽴

豊
⽥

⼯
業

⾼
等

学
校

校
⻑

（
全

国
⾼

等
学

校
⻑

協
会

）

【委
員

】（
平

成
29

年
5⽉

現
在

）

19

22



（
参
考
1２

）
理
⼯
系
⼈
材
育
成
に
関
す
る
産
学
官
⾏
動
計
画
に
お
け
る
関
係
箇
所
抜
粋

【産
業
界
】


⼤

学
等

や
学

⽣
に

対
し，

理
⼯

系
⼈

材
に

求
め

る
ス

キ
ル

を
具

体
的

に
提

⽰
す

る
。


採

⽤
活

動
に

お
い

て
，

当
該

ス
キ

ル
の

有
無

の
評

価
を

強
化

す
る

。な
お

，
ス

キ
ル

の
有

無
の

評
価

に
当

た
って

は
，

履
修

履
歴

（
成

績
証

明
書

等
）

及
び

履
修

証
明

に
つ

い
て

⼀
層

の
活

⽤
を

検
討

す
る

とと
も

に
，

資
格

試
験

の
活

⽤
等

を
引

き
続

き
進

め
る

。
【教
育
機
関
】


Ｍ

Ｏ
Ｏ

Ｃ
等

の
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

⽤
した

教
育

に
つ

い
て

，
社

会
的

ニー
ズ

の
⾼

い
分

野
か

ら，
実

効
性

の
⾼

い
教

育
プ

ログ
ラム

を
設

け
る

こと
で

，
学

⽣
の

ス
キ

ル
修

得
に

役
⽴

た
せ

る
。


⼤

学
協

議
体

に
お

け
る

産
業

界
との

定
期

的
な

意
⾒

交
換

を
踏

ま
え

た
検

討
に

よ
り，

各
⼤

学
は

カリ
キ

ュラ
ム

の
改

善
な

どの
対

応
を

検
討

・実
施

す
る

。
【政
府
】


ス

キ
ル

の
⾒

え
る

化
シ

ス
テ

ム
が

，
社

会
イン

フラ
とし

て
就

職
活

動
に

活
⽤

され
る

よ
う改

善
を

⾏
う。

（
中

⻑
期

的
対

応
）

【産
業
界
】


産

業
界

は
，

⼩
学

校
，

中
学

校
，

⾼
等

学
校

に
お

け
る

将
来

の
職

業
選

択
を

意
識

した
取

組
（

企
業

⾒
学

会
，

イベ
ント

開
催

，
業

界
の

展
⽰

会
や

製
品

・サ
ー

ビス
等

の
教

材
提

供
等

）
に

積
極

的
に

参
画

す
る

とと
も

に
，

従
業

員
に

対
し，

これ
らの

取
組

へ
の

親
⼦

参
加

を
奨

励
（

イベ
ント

等
の

推
奨

，
参

加
費

⽤
の

⼀
部

補
助

，
休

暇
の

付
与

等
）

す
る

。
【教
育
機
関
】


⼤

学
等

は
，

理
⼯

系
分

野
に

お
け

る
⼥

⼦
学

⽣
の

⽐
率

が
低

い
こと

を
踏

ま
え

，
⼥

⼦
の

理
⼯

系
分

野
へ

の
進

路
選

択
を

進
め

る
観

点
か

らも
，

⼩
学

校
，

中
学

校
，

⾼
等

学
校

等
に

お
け

る
将

来
の

職
業

と結
び

付
い

た
学

問
分

野
を

選
択

す
る

意
識

を
持

た
せ

る
取

組
に

積
極

的
に

参
画

す
る

。


ロー
ル

モ
デ

ル
を

⽰
す

こと
を

通
じて

，
分

か
りや

す
く将

来
展

望
を

イメ
ー

ジ
させ

る
こと

が
重

要
で

あ
る

た
め

，
産

学
が

協
⼒

して
，

モ
デ

ル
とな

る
ケ

ー
ス

を
発

信
す

る
。特

に
，

現
場

で
い

き
い

き
と仕

事
に

取
り組

ん
で

い
る

⼥
性

や
理

⼯
系

の
⼥

性
教

員
等

の
⾝

近
な

ロー
ル

モ
デ

ル
とな

る
⽅

か
ら理

系
の

魅
⼒

や
も

の
づ

くり
を

⽬
指

した
き

っか
け

を
聞

くな
どの

進
路

選
択

の
参

考
とす

る
機

会
を

積
極

的
に

設
け

る
。

【政
府
】


産

業
界

，
⼤

学
，

教
育

委
員

会
等

と連
携

し，
⼩

学
⽣

，
中

学
⽣

，
⾼

校
⽣

等
が

，
⾝

近
な

ロー
ル

モデ
ル

か
ら最

先
端

の
科

学
技

術
等

に
触

れ
る

機
会

を
確

保
す

る
こと

で
，

将
来

の
理

⼯
系

分
野

を
担

う⼈
材

の
知

識
や

意
欲

等
を

⾼
め

る
取

組
を

推
進

す
る

。


政

府
は

理
⼯

系
⼈

材
育

成
に

関
す

る
産

学
官

円
卓

会
議

に
て

、産
学

官
⾏

動
計

画
を

策
定

し、
短

期
的

な
らび

に
中

⻑
期

的
な

対
応

策
を

ま
とめ

た
ア

クシ
ョン

プ
ラン

を
提

⽰
。

産
業

界
ニー

ズ
と⾼

等
教

育
の

マ
ッチ

ング
⽅

策
、専

⾨
教

育
の

充
実

＜
短

期
的

対
応

（
2，

3年
以

内
）

＞

理
⼯

系
⼈

材
の

裾
野

拡
⼤

、初
等

中
等

教
育

等
に

お
い

て
産

業
を

体
感

す
る

取
組

の
充

実
⽅

策
＜

短
期

的
対

応
（

2，
3年

以
内

）
＞
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